
  

クリスマスの準備を始める時期になりました。保育園では、第 1 回目のアドヴェントを迎え、クランツにろうそくが灯されました。

保育室にはアドヴェントカレンダーが飾られ、ホールにはクリスマスツリーやクリッペ（馬小屋）が置かれました。ホールの棚の前

に踏み台を持ってきて、そうっと馬小屋の中をのぞいて、赤ちゃんのイエスさまを見つけると「いた！」と言わんばかりにうれしそ

うな表情をしている子どもたちの姿が見られます。 

世の中には華やかなクリスマスの装飾が溢れていますが、保育園では、クリスマスがイエスさまの降誕の日であることを、子どもた

ちと共に喜びの時として静かに迎えていきたいと思います。 

乳児クラス（0.1.2.歳児）はアドヴェントに先駆けて、11月 26 日（土）の「たのしいつどい」（1，2 歳児）で、会の最後に職員に

よる人形劇（降誕劇）を親子で楽しんでいただきました。子どもたちもお家の人の膝の上でお話の世界に引き込まれているようでし

た。後日のアンケートで、「本当のクリスマスを知った上で、子どもと一緒にクリスマスを楽しみに待ちたい」というご意見をいただ

き、とてもうれしく思いました。 

幼児クラス（3.4.5 歳児）はクリスマス祝会当日に向けて、その日が来ることを楽しみに待ちながらページェント（降誕劇）を演じ

ていきます。内容は同じでも、演じる子どもによって毎年違ったように見えるのが不思議です。また、ひばりぐみが演じる姿は、小

さい子どもたちにとっては憧れそのものです。ひばりぐみの子どもたちは、昨年の年長児から受け継ぎ、自分が感じたものを役にの

せて演じます。その様子を小さなクラスの子どもたちもしっかりと見ています。保育者が伝えるだけでなく、子ども同士で伝えあう

ことができるのも、毎年繰り返し演じられているページェントの素晴らしいところです。 

祝会は、感染予防のために今年もクラスごとに分かれてご参加いただきます。つくしぐみ、めだかぐみの保護者の方には、保育の

延長線上にある、ページェントに親しむ姿、クリスマス祝会を迎えるまでの過程をご覧いただきます。（通常保育日のため、スペース

の都合上、各家庭 1 名参加になることをご了承ください。）子どもたちは、お家の人に見てもらうことを今から楽しみにしています。 

昨年、一昨年の祝会後のアンケートには、クラスごとになったことで、子どもの姿をしっかり見ることができて良かったというご

意見を多数いただきました。日程を分けることで、また別の負担をお掛けすることもあるかと思いますが、今年度できる最善の形を

模索しながら開催したいと思います。 

コロナ禍であるからこそ、私たちが困難な状況の時にも共に苦しんでくださるイエスさまが一緒にいて下さることを覚えて、今年

のクリスマスを喜んで迎えたいと思います。                     

    岸本 正子                                                                       

                                          
 

 

 

           

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちのための救い主 

「今日ダビデの町で、あなたがたのために救い主がお生まれになった。この方こそ主メシアである。」 （ルカ２：１１）      

宝塚栄光教会牧師 岩間 洋 

今年もクリスマスのシーズンがめぐってきました。クリスマスは、子どもたちにとって一番の楽しみであるだけでなく、大人にとっ

ても喜びの時です。なぜなら、私たちのために救い主イエス・キリストがお生まれになったことを記念する時だからです。キリスト

は、およそ２０００年前にユダヤの国のベツレヘムでお生まれになりました。その頃、野宿をしながら羊の番をしていた羊飼いたち

に、救い主誕生の知らせが、天使によってもたらされました。名もない、貧しい、社会から忘れられたような身分の羊飼いたちに、真

っ先に嬉しいニュースが届けられたのは、キリストは全ての人々のためにお生まれになったことを象徴しています。キリスト降誕は、

遠い昔話でも、外国のお話でもなく、この私たちのためだったのです。コロナ禍のトンネルの出口がなかなか見えない中ですが、心か

らクリスマスをお祝いしましょう。 
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12 月 行事予定 

★13 日(火) クリスマス祝会総練習（リハーサル） ページェント参観（つくしぐみ） 

 つくしぐみ、めだかぐみ、ひばりぐみが祝会当日と同じのように初めから終わりまで通して礼拝を守り、ページェントを演じます。

子どもたちが祝会の見通しを持てるように、この日はなるべくお休みをせず、登園してください。また、つくしぐみの保護者の方は参

観がありますので、ソーシャルディスタンスへのご協力をよろしくお願いいたします。  

※はいチーズ！による写真撮影あり。 

 

★15 日(木) ページェント参観（めだかぐみ） 

  

★17 日(土) クリスマス祝会 

 幼児のみ 9:30～11:00（予定）    

第1部   礼拝             

第2部   ページェント（幼児）     

ビデオイーストによる動画撮影あり。 

みんなで礼拝を守り、共にクリスマスをお祝いします。今年度は保護者の参加がひばりぐみのみとなりますが、一緒に礼拝を守りた

いと思っています。 

☆アドベント礼拝☆ 

祝会の４週前をアドベント１週目とし、礼拝では、クランツのろうそくに灯をともし、毎週 1 本ずつ増やしていきます。そして、子

どもたちと賛美します。4 本のろうそくに灯がともると、子どもたちが待ちに待ったイエス様のお誕生日、クリスマスです。 

☆アドベントカレンダー☆ 

  子どもたちが、クリスマスが近づいていることを楽しみに待つカレンダーです。それぞれのクラスで考えた手作りカレンダーがお部

屋を飾っています。お迎えに来られた際に、ぜひ足を止めてご覧ください。 

 

★23 日(金) クリスマスパーティー 

  みんなで集ってパーティーをすることはできませんが、密にならないように気をつけ、クリスマスメニューの給食を食べながら楽し

みたいと思います。 

 

 お知らせ 

 ＊ひまわりぐみ・すみれぐみの「たのしいつどい」にたくさんご参加いただき、ありがとうございました。親子でほっこりと楽しいひ

と時を過ごしている方や、保護者の方同士の交流も見られました。たくさんの笑顔に、私たちも心和むひと時でした。 

 

お願い 

 ＊12 月 16 日(金)の夕方は、クリスマス祝会の準備をします。ご都合のつく方は、早めにお迎えに来ていただきますよう、お願いいた

します。 

 ＊協力保育期間中は、上のお子さんが冬休み等で保護者の方もお家におられる場合は、どうぞご家族で一緒にお過ごしください。協力

保育の申し込みに変更が出た場合は、なるべく早めに担任までお知らせください。 24日(土)、27 日（火）、28 日（水）1 月 4 日(水)

は、お弁当日です。 

 

 ＊12 月中旬から「保育所入所継続書類」の配布があります。3 月までに、転園、転居の予定がある方は、事務所までお知らせください。 

＊新型コロナウイルス感染症予防対策として、送迎時の滞在時間を短くしていただきますようお願いいたします。 

 


